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一般報文 

生活道路における交通安全対策エリア抽出への 
ETC2.0プローブ情報の活用 

川瀬晴香・尾崎悠太・川松祐太・小林 寛
 

1．はじめに1 

国土交通省では、より安全・安心な道路の実現

を目指し、交通安全対策へのETC2.0プローブ情

報の活用を進めている1)。また、この取り組みは

国土交通省における「生産性革命プロジェクト」

2)にビッグデータを活用した交通安全対策として

位置付けられている。 

国土技術政策総合研究所では、これまで、事故

が実際に起きた場所での対策に加え、事故は起き

ていないものの潜在的に事故の危険性がある箇所

に対し未然に対処することを目的として、幹線道

路における潜在的に事故の危険がある箇所の抽出

へのETC2.0プローブ情報の活用について検討を

行ってきた。また、幹線道路に囲まれた地区から

幹線道路に出るまでに利用する道路である生活道

路における交通状況の把握等へETC2.0プローブ

情報を活用する方法について検討を行ってきた。 

本 研 究 で は 、 生 活 道 路 交 通 安 全 対 策 へ の

ETC2.0プローブ情報の活用として、対策を実施

すべき事故の危険性が高いエリアを抽出する方法

について検討を行っている。本稿では、その抽出

方法に関する研究内容について述べる。 

2．生活道路における交通安全対策について 

幹線道路の交通事故は、特定の交差点や交差点

間の短い単路区間で集中して発生する傾向があり、

その事故が集中する箇所に対して優先的に対策を

行うことで効果的・効率的な交通安全対策を進め

てきた3)。一方で、生活道路における交通安全対

策は、事故の削減に加え、歩行者や自転車にとっ

て良好な生活空間を創出することを目的とし、あ

んしん歩行エリアなどの幹線道路等で囲まれたエ

リア内で一体的に通過交通の排除や速度抑制対策

などの対策が実施され、一定の効果をあげてきた。 

この生活道路の交通安全対策を効果的・効率的

に実施するためには、事故の危険性が高いといっ
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た交通安全対策が必要な箇所を幹線道路で囲まれ

るエリア単位で抽出し、抽出されたエリアで優先

的に対策を実施することが重要である。 

そこで、生活道路における事故の危険性が高い

箇所を幹線道路で囲まれたエリア単位で抽出する

手法について検討することとした。 

2.1 ETC2.0プローブ情報の利用 

事故の危険性を評価する指標として、まず考え

られるのは実際に起きた事故の発生件数を利用す

ることである。しかし、交通事故自体が稀な現象

であり、事故の件数だけで評価を行うと、事故の

危険性が高いにも関わらずたまたま事故が起きて

いないといった潜在的に事故の危険があるエリア

については見落としてしまうことが考えられる。

このような見落としを防ぐため、事故データに加

え、ヒヤリハット事象をまとめたヒヤリ地図を活

用することにより、事故の危険性がある場所を幅

広く把握する方法も行われている4)。また、国土

交通省では、幹線道路の交通安全対策において、

ETC2.0プローブ情報から得られる急減速データ

を活用し潜在的危険箇所を抽出し、事故を未然に

防ぐ試み3)を行っている。 

このETC2.0プローブ情報は、ETC2.0サービス

の過程で、専用の車載器を搭載した多くの車両に

より計測したデータを、24時間365日収集する

ビッグデータである5)。 

このETC2.0プローブ情報のうち、前後加速度

等の大きさを記録する挙動履歴データから得られ

る急減速の発生状況については、事故の危険性を

表す指標としての有効性について検証している6)。

その検証では、幹線道路等で囲まれたエリア単位

で交通事故の発生件数と急減速発生回数を集計し、

その結果を用いて相関分析を行った結果、事故の

発生件数と急減速発生回数には相関が見られた。 

以上より、生活道路においても、潜在的な事故

の危険の見落としを防ぎ、事故を未然に防ぐこと

を目的として、事故データに加え、この大量に収

集されるETC2.0プローブ情報より得られる急減

速データを使用することとした。 
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2.2 エリア抽出の手順の検討 

 上述した通り生活道路の交通安全対策は、幹線

道路等で囲まれたエリア内において、一体的に対

策を行うことが効果的であるため、幹線道路で囲

まれたエリア単位で対策すべき箇所を抽出するこ

とが重要である。 

市域全体などの広域な範囲から、事故の危険性

が高いエリアを抽出するためには、対象とする範

囲全域について幹線道路等で囲まれたエリアで分

割し、そのエリア単位で、事故の発生件数や急減

速発生回数を用いて事故の危険性を評価すること

が考えられる7)。しかし、エリア分割を実施する

には、市域全体などの広域な範囲の道路について

エリアの外周となる幹線道路であるか、エリア内

とすべき生活道路であるかを確認していく必要が

あり、非常に労力がかかるため、実務で用いる方

法として適切ではないと考えられる。 

そこで、エリア単位で対策すべき箇所を抽出す

る前に広域な範囲の中から事故の危険性が高い地

域を絞り込み、絞り込んだ地域の中からエリアの

抽出を行うことが効率的であると考えられる（図

-1参照）。 

上記の絞り込みは簡単な方法でかつ事故の危険

性が高い地域を不足なく抽出する必要がある。 

本研究では、事故の危険性が高い地域を絞り込

む方法について検討した。 

3．事故の危険性が高い地域の絞り込み方法 

今回の検討では、道路幅員5.5m未満の道路を

生活道路として扱うこととし、分析に使用する

データについても、道路幅員5.5m未満の道路で

発生したデータを対象とした。また、ETC2.0プ

ローブ情報から得られる急減速データが多発する

地域を事故の危険性が高い地域として考えた。 

図 -2は900km2程度の範囲の道路幅員5.5m未満

の道路における1年分のETC2.0プローブ情報か

ら得られる急減速データを地図上にプロットした

ものである。急減速データはビッグデータであり

図のような点データの状態からでは急減速データ

が収集された箇所はわかるものの、密度を評価す

ることは困難である。地域の絞り込みのためには、

この大量なデータである急減速データを簡易な方

法で集計する方法を検討する必要がある。 

簡易な集計方法の一つとして、一定面積のメッ 

 

 

 

 

 

 

 

図-1 抽出の手順  

 

 

 

 

 

 

 

 

図-2 急減速発生地点  

 

 

 

 

 

 

 

 

図-3 急減速発生回数の500mメッシュ単位集計結果  

 

 

 

 

 

 

図-4 メッシュ集計のイメージ  

 
シュ単位で集計する方法が考えられる。 

図 -3は図 -2で示した範囲を 500m四方のメッ

シュで分割し、急減速の発生回数を集計した結果

を示している。このような集計方法を実施するこ

とで、点データのままではわからなかった急減速

が多発する地域をメッシュ単位で把握することが

できる。 

しかし、このメッシュ単位集計は、図-4に示す

ように、メッシュの作成方法（図-4のメッシュ①

とメッシュ②）によって集計結果が変化してしま
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う。また、メッシュ内においてデータの密度が平

均化されてしまい、データが集中する箇所を正確

に表現できていない場合が発生することが考えら

れる。 

この点を踏まえ、空間的な密度分布を推定する

手法の一つである、カーネル密度推定を利用し、

面的な拡がりを考慮して事故の危険性が高い地域

を絞り込む方法について検討した。このカーネル

密度推定は、データ毎に同一の関数（カーネル関

数）等を設定し、すべての関数を合成した関数に

より、各地点のデータ密度を推定するものである

（図-5参照）。カーネル密度推定を実施する際は、

カーネル関数（四次関数等）及びバンド幅を任意

に設定する必要があるが、設定するカーネル関数

の影響は、各標本（データ）が影響を及ぼす範囲

の広さを表すバンド幅の設定の影響に比べると小

さいと言われている 8)。また既往研究 9)では、本

研究で対象とするデータと同じデータを用いて

カーネル密度推定を行った場合、バンド幅が

250m～1,000mの範囲では結果に与える影響が小

さいことが示されている。以上より、カーネル密

度推定結果については、関数等の設定によらず安

定した結果が得られる方法であるため、事故の危

険性が高い地域を絞り込む方法として検討した。 

図 -6は、図 -2で示した急減速データについて

カーネル密度推定を実施した結果である。図-6よ

り、点データの状態に比べて急減速発生地点の密

度や拡がりを視覚的に捉えることが可能である。 

このように、カーネル密度推定を利用すること

で、事故の危険性が高い地域を把握することがで

きると考えられる。 

4．対策すべきエリアを抽出する方法 

ここでは、カーネル密度推定による事故の危険

性の高い箇所の絞り込み結果を利用した対策すべ

きエリアの抽出方法を検討する。 

上述した通り、対策すべき箇所は幹線道路で囲

まれたエリア単位で抽出する必要がある。そこで、

カーネル密度推定によって絞り込まれた地域を、

さらに幹線道路で囲まれたエリアで分割した上で、

エリア毎の事故の危険性等を再度評価し、対策す

べきエリアを抽出する方法が考えられる。 

図-7は、図-6の黄色枠で示したカーネル密度推

定により最も急減速データの密度が高かった地点 

 

 

 

 

 

 

図-5 カーネル密度推定  

 

 

 

 

 

 

 

 

図-6 急減速データのカーネル密度推定結果  

 

 

 

 

 

 

 

 
図-7 幹線道路を境界としたエリア分割 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図-8 エリア毎の面積あたり急減速発生回数 

 
を含む約3km四方の地域について、幹線道路を境

界にエリアを分割したものである。なお、ここで

は4車線以上の道路や2車線歩道ありの比較的規
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b 



土木技術資料 60-7(2018) 
 
 

 

－ 11 － 

模の大きい道路を幹線道路として取り扱った。 

このようなエリア分割を行うことで、エリア内 

の自動車の平均速度や通過交通台数等を集計する

ことも可能となり7)、エリアの特性をより詳細に

把握した上で対策すべきエリアを抽出することが

できる。 

図-8は、図-7で作成したエリア単位に面積あた

りの急減速発生回数を集計した結果とカーネル密

度推定結果を比較したものである。両者を比較す

ると、面積あたりの急減速が高いエリアではカー

ネル密度推定により推定した密度も高くなってい

る（例えば、図中のaのエリア）。一方で、カー

ネル密度推定による密度が高い地域を含むエリア

であっても、エリア単位に集計した面積あたりの

急減速が低いエリア（例えば図中のbのエリア）

も存在する。このようなエリアは、エリア内で急

減速データの分布に偏りがある箇所である。 

このように、エリア内の一部の地域においては、

事故の危険性が高いと評価されていても、エリア

全体で評価した場合は、事故の危険性が低く評価

されてしまう場合もあり、分析結果の取り扱いに

は注意が必要である。 

5．まとめ 

本稿では、ETC2.0プローブ情報の活用を活用

した生活道路の対策エリアを抽出する方法に関す

る研究について紹介した。 

はじめに、ETC2.0プローブ情報から得られる

急減速データから事故の危険性が高い地域を絞り

込む分析方法としてカーネル密度推定法を提案し

た。その分析結果により、急減速データの密度の

高さや拡がりを把握することができる。 

次に、カーネル密度推定法により事故の危険性

が高い地域を絞り込んだ後に、対策すべきエリア

を抽出するための幹線道路で囲まれたエリア単位

での分析方法について提案した。エリア単位での

分析では、エリア内での分布の偏りを考慮した評

価ができないといった課題があり、分析結果の適

切な取り扱い方法については、今度、検討してい

く必要がある。 

国土技術政策総合研究所では今後、カーネル密

度推定から地域を絞り込む際の事故の危険性が高

いとする急減速の密度の閾値の設定方法の検討や、

これまで検討した交通安全対策へのETC2.0プ

ローブ情報の活用方法についてのマニュアル作成

などを実施する。 
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